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Pick Up Topics 
ひょっとこ踊り肥後笑福会、日本一に輝く

and more...

川と共に生きる特
集
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科
学
的
指
標

　

水
質
調
査
に
お
い
て
、
川
の
汚
れ
の
程

度
を
測
る
代
表
的
な
指
標
は
、Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）で
す
。
水
中
の

汚
れ（
有
機
物
）は
、
微
生
物
に
よ
り
分
解

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
に
消
費
さ
れ
る
酸

素
の
量
を
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
い
い
ま
す
。
汚
れ
て

い
る
水
に
は
微
生
物
が
多
く
含
ま
れ
、
そ

の
分
、
汚
れ
の
分
解
や
微
生
物
の
呼
吸
に

必
要
な
酸
素
量
は
多
く
な
り
ま
す
。
よ
っ

て
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
高
い
ほ
ど
川
が
汚
れ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

感
覚
的
指
標

　

河
川
を
Ｂ
Ｏ
Ｄ
だ
け
で
な
く
多
様
な
視

点
で
評
価
で
き
る
よ
う
、
平
成
17
年
か
ら

導
入
し
た
指
標
で
す
。
住
民
や
河
川
等
管

理
者
の
協
力
を
得
て
、
ゴ
ミ
の
量
や
川
底

の
感
触
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　

川
辺
川
で
は
平
成
27
年
９
月
に
柳
瀬
構

造
改
善
セ
ン
タ
ー
横
に
て
、
相
良
南
小
学

校
と
、
球
磨
川
下
流
域
の
郡
築
小
学
校

（
八
代
市
）児
童
で
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
市
街
地
に
住
む
下
流
域
の

児
童
に
、
上
流
の
川
辺
川
の
美
し
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
応
え
、
上
下

流
の
交
流
も
兼
ね
て
２
年
前
か
ら
合
同
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

水質調査の

２つの指標

調査の様子
水生生物の生息状況を調べる

川と共に生きる特
集

清流川辺川10年連続水質日本一

相良村を縦に貫く一級河川、川辺川。

球磨川水系最大の支流として、

私たちに恵みをもたらします。

国土交通省が行う河川の水質調査において、

川辺川は平成 27年も「水質が最も良好な

河川」に選出されました。これにより、

10年連続水質日本一を達成。

この連続記録は他に例がなく、全国に誇れる

資源といえます。

川辺川がいつまでも美しく、日本一で

あり続ける理由はどこにあるのでしょうか。

その魅力に迫ります。
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科
学
的
指
標

　

川
辺
川
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
計
測
は

五
木
村
で
３
か
所
、
相
良
村
で
２

か
所（
四
浦
：
田
代
橋
、
柳
瀬
：

柳
瀬
橋
）で
行
わ
れ
ま
す
。
調
査

期
間
は
そ
の
年
の
１
月
か
ら
12

月
、
月
１
回
の
計
12
回
行
わ
れ
ま

す
。
年
平
均
値
お
よ
び
５
か
所

の
調
査
地
点
の
平
均
値
を
算
出

し
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
0.5
ｍ
ｇ
／
ℓ
以
下

で
あ
れ
ば
、「
水
質
が
最
も
良
好

な
河
川
」
に
認
定
さ
れ
ま
す
。
平

成
27
年
は
、
調
査
を
行
っ
た
全
国

１
６
３
の
一
級
河
川
の
う
ち
、
川

辺
川
を
含
む
15
河
川
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

感
覚
的
指
標
　【 

総
合
評
価  

Ａ  

】

※1…水生生物が生きていくうえで不可欠な水中の酸素量
※2…水生生物に影響を与える毒性を評価する指標

データで見る2015年の

川辺川

10年連続水質日本一達成

各調査地点を平均したＢＯＤも
0.5mg/ℓ以下を計測し、

初
全国

観測地点 ＢＯＤ年平均値

四浦 0.5mg/ℓ以下
柳瀬 0.5mg/ℓ

①人と河川の豊かなふれあいの確保

②豊かな生態系の確保

測定
項目

測定値 評
価 Ａ評価の基準

ごみの量 Ａ

川の中や水際に
ゴミは見あたら
ない、またはゴ
ミがあるが全く
気にならない

透視度（㎝）100以上 Ａ 100以上

川底の感触
快適で
ある

Ａ 快適である

水のにおい
不快で
ない

Ａ 不快でない

糞便性
大腸菌数

（個/100㎖）
２４ Ａ 100以下

測定
項目

測定値 評
価 Ａ評価の基準

水中に
溶けている
酸素量

（㎎/ℓ）※1

９.６ Ａ ７以上

アンモ
ニウム態
窒素

（㎎/ℓ）※2

０.０１ Ａ ０.２以下

水生生物
の生息

きれいな
水

Ａ
カワゲラ、

ナガレトビケラ
などが生息

INTERVIEW
　川辺川の特徴は、きれいな水に生息する水生生
物の数が多く、サイズも大きいことです。また河
川は通常、上流から下流につれ水質が落ちるので
すが、川辺川はそれがほとんどありません。大き
な水質事故もなくきれいな川であり続けるのは、
行政や住民の努力が大きいと思います。
　行政面では、球磨川流域の水質事故などを防止
するため、流域内の関係団体で毎年、球磨川水質
汚濁対策連絡協議会を開催しています。会では、
緊急時連絡体制の確立や講習会・訓練などを実施
し、情報共有を図っています。
　村民の方々には、これまでも川辺川の水質保持
に貢献いただいていると思いますが、気を付けて
いただきたいのが、ビニールハウスで用いるボイ
ラーからの油流出事故です。長い間使っていなかっ

たため、重油を流すホースが
劣化し、油が河川に流出する
事故が他地域でたびたび発生
しています。季節が秋本番に
突入した今、使用者の方々に
は今一度点検をお願いしたい
ですね。

国土交通省　八代河川国道事務所
河川環境課
課長　濱邉　竜一さん

住
民
と
の
協
働
調
査
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川
辺
川
と
の
出
会
い

　

田
副
さ
ん（
十
島
）は
、
熊
本
市

の
出
身
。
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
釣
竿

を
握
り
、
魚
釣
り
が
大
好
き
な
少

年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
仕
事
に
就

い
て
か
ら
も
、
趣
味
で
魚
釣
り
を

続
け
て
い
ま
し
た
。

　

27
歳
の
と
き
、
仕
事
で
人
吉
市

へ
転
勤
。
こ
れ
が
田
副
さ
ん
の
人

生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
川
辺
川
の
き
れ
い
な

水
、
お
い
し
い
魚
、
川
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、
鮒
田
さ
ん
と

の
出
会
い
、
田
副
さ
ん
は
漁
業
へ

の
専
念
を
決
意
。

　

平
成
16
年
に
相
良
村
に
移
住

し
、
漁
師
と
し
て
の
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

川
辺
川
産
の
魚
の
魅
力

　
「
川
辺
川
は
水
質
が
い
い
の
で
、

魚
に
臭
み
が
な
く
、
脂
が
の
っ
て

い
る
。
香
り
も
さ
わ
や
か
。
相
良

村
で
獲
れ
る
も
の
が
、
一
番
品
質

が
良
い
と
思
う
」
と
語
る
田
副
さ

ん
。
現
在
で
は
、
八
代
市
の
有
名

駅
弁
メ
ー
カ
ー
や
、
東
京
の
料
亭

に
ア
ユ
や
ヤ
マ
メ
を
卸
す
な
ど
、

川
辺
川
の
恵
み
を
県
内
外
に
届
け

て
い
ま
す
。

　

川
の
恵
み
に
感
謝

　

最
後
に
田
副
さ
ん
は
、「
こ
の

川
が
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
で
あ
り

続
け
る
の
は
、
村
民
の
心
が
け
の

賜た
ま

物も
の

。

　

こ
れ
か
ら
も
川
に
、
川
と
暮
ら

す
村
民
の
皆
さ
ん
に
『
あ
り
が
と

う
』
の
気
持
ち
で
仕
事
を
し
て
い

き
た
い
」と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

川
辺
川
に
惚
れ
こ
み
、
相
良
村
に
移
住

田た

副ぞ
え　

雄ゆ
う

一い
ち

さ
ん

川
辺
川
リ
バ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

相
良
村
の
十
島
区
で
、
天
然
川

魚
料
理「
や
ま
め
庵
」を
営
む
鮒
田

さ
ん
は
、
長
年
、
川
辺
川
の
清
掃

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動

団
体
の
名
称
は
「
川
辺
川
リ
バ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」（
略
称
：
リ
バ

ミ
）。
18
年
前
か
ら
毎
年
、
５
月

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
元
住
民

や
全
国
の
釣
り
仲
間
が
集
い
、
川

下
り
を
し
な
が
ら
ゴ
ミ
を
拾
っ
て

い
き
ま
す
。

　

こ
と
し
は
熊
本
地
震
の
影
響
で

活
動
を
延
期
。
秋
頃
に
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

川
を
守
る
意
識

　

鮒
田
さ
ん
は
、「
私
は
こ
の
川

に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
感
謝

の
気
持
ち
で
リ
バ
ミ
を
始
め
た
。

ゴ
ミ
が
増
え
る
の
は
私
た
ち
の
意

識
の
問
題
。
た
だ
ゴ
ミ
を
持
ち
帰

る
だ
け
で
川
は
元
気
に
な
る
。
そ

の
意
識
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
願
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
村
の

宝
、
川
辺
川
の
環
境
に
つ
い
て
考

え
行
動
し
、
ひ
い
て
は
自
然
全
体

が
美
し
く
な
る
こ
と
を
願
い
、
鮒

田
さ
ん
は
活
動
を
続
け
ま
す
。

活動の様子。ボートでやぶに分け入り、
川底のゴミまで拾う大掃除。
ボートには大量のゴミが積み重なる

〝
リ
バ
ミ
〟
で
川
辺
川
を
守
る

鮒ふ
な

田だ　

一か
ず

美み

さ
ん

プロフィール
鮒田　一美（ふなだ・かずみ）
天然川魚料理「やまめ庵」を
経営。「川辺川リバーミーティ
ング」の実行委員長を務める。
また、清流の源である森を守
るための植林運動など、保全
活動の中心として活躍。

プロフィール
田副　雄一（たぞえ・ゆういち）
相良村で漁を営む。
東日本大震災で被災した子ど
もたちを招く、ＮＰＯ法人青
年協議会主催「０円キャンプ」
で川遊びの講師を務めるな
ど、川に関する活動にも参画。

私たちの生活になくてはならない川辺川。

川を愛し、恵みをいただき、守り続ける

人たちを紹介します。

川を守る

川に生きる
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おどんが川は日本一

今回取材した人たちから何度も出た言葉、「感謝」。

それは川辺川と、私たち村民に向けられたものでした。

川辺川は私たちの生活を映す鏡です。

これまでも、川を大切にする暮らしを美しく映してきました。

これからも感謝の気持ちを忘れることなく、

後世に守り継いでいきましょう。

この村には、日本一があります。 井沢のカワカグラ
カケグリに焼酎を注ぐ

カ
ワ
カ
グ
ラ

　

私
た
ち
は
先
祖
代
々
、
水
の
神

様
を
崇あ

が

め
、
信
仰
の
対
象
と
し
て

き
ま
し
た
。

　

代
表
的
な
も
の
に
、「
カ
ワ
カ

グ
ラ
」（
漢
字
で
「
川
神
楽
」
と
当

て
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
）が
あ

り
ま
す
。
雨
宮（
永
江
）、
平（
松

葉
）、
平
原
、
井
沢
集
落
な
ど
村

内
で
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
行

う
時
期
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す

が
、
田
植
え
前
や
収
穫
の
時
期
な

ど
、
農
作
業
の
節
目
に
五
穀
豊
穣

へ
の
祈
り
や
感
謝
を
水
神
様
に
捧

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
に
行
う

集
落
で
は
、
水
難
事
故
除
け
も
あ

わ
せ
て
祈
願
し
て
い
ま
す
。

　

竹
で
組
ん
だ
祭
壇
に
焼
酎
や

米
、
小
魚
な
ど
を
供
え
、「
カ
ケ

グ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
、
竹
を
Ｕ
字

状
に
曲
げ
た
も
の
を
祭
壇
に
ぶ
ら

下
げ
ま
す
。

　

水
神
様
は
「
川
ん
太
郎
」、

「
川ご
し
ん神

さ
ん
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、

祭
壇
に
供
え
た
焼
酎
を
川
ん
太
郎

が
飲
み
に
来
る
と
の
伝
承
が
あ
り

ま
す
。

　

平
原
の
カ
ワ
カ
グ
ラ
を
例
に
挙

げ
る
と
、「
平
原
の
川
神
さ
ん
、
今

か
ら
湯
山（
球
磨
川
の
源
流
に
近
い

地
域
）の
川
神
さ
ん
に
上
げ
申
す
」

と
の
唱
え
言
葉
で
、
祭
壇
に
手
を

合
わ
せ
て
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
祖
代
々
築
き

上
げ
て
き
た
信
仰
心
が
、
私
た
ち

の
川
へ
の
愛
着
の
裏
側
に
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私たちの中の

川辺川



5

村民
体育祭

相良村誕生60年記念  Event Information

平成 28 年度村民体育祭を、
村民の体力の向上と健康の増進
や村民相互の親睦融和を目的に
開催します。村民のみなさん
ふるってご参加ください。

■日時・場所　平成 28 年 10 月 9 日（日）
　　　　　　　相良村運動公園
　　　　　　　　　8：40　集合
　　　　　　　　　9：00　入場開始
　　　　　　　　　9：40　競技開始
　※ 雨天の場合は中止。中止の連絡は当日 6：00～6：30
　　 までに告知放送で連絡。

■プログラム
1. メディシンボール　2. 男子小・中学生大字別対抗リレー
3. 女子小・中学生大字別対抗リレー　4. ケツ圧測定
5. パンツで GO　6. 消防団分団対抗リレー　7. 大字別大綱引き
8. 相良オープングラウンドゴルフ　9. ムカデ競争
10. 村内スポーツクラブ紹介　11. ミックスリレー　
12. 走る大作戦　13. 男女仲良く泣かせ玉　14. 各種団体リレー
15. 村民総おどり（六調子音頭・相良音頭）

相 良 村 誕 生６０年 記 念 式 典

誕生50年式典にて
村政功労者表彰の様子

■日時・場所　平成28年10月22日（土）
　　　　　　　相良村総合体育館アリーナ
　　　　　　　　9：30　開式
　　　　　　　11：30　閉式

　昭和３１年９月１日、川村と四浦村の２つの村が１つと

なり、相良村が誕生しました。

　ことしは誕生６０年の節目の年。これを記念し、

式典を開催いたします。

　２つの村が“相
あい

携
たずさ

えて良
よ

く”なりますように。

ついた名前は「相良村」。皆さんでその６０年の

歩みを振り返り、未来へつなげる１日にしましょう。



※プログラムの内容及び時間は変更になる場合があります。
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８
月
19
日（
金
）、
吉
松
将
吾
さ
ん
・
智
恵
さ
ん
の
結
婚
披
露

宴
が
、
田
園
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
１
両
貸
し
切
っ
て
盛
大
に
開
か

れ
ま
し
た
。
将
吾
さ
ん
は
相
良
村（
上
川
下
）の
出
身
で
、
現
在

は
群
馬
県
在
住
。

　

こ
の
企
画
は
将
吾
さ
ん
の
母
、
吉
松
美
代
さ
ん
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
。
当
日
ま
で
２
人
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
美
代

さ
ん
は
、「
将
吾
の
兄
、
慶
二
の
式
を
球
磨
川
下
り
の
舟
の
上

で
挙
げ
た
の
で
、
将
吾
に
も
特
別
な
形
で
祝
っ
て
あ
げ
た
か
っ

た
」
と
き
っ
か
け
を
語
り
ま
し
た

　

式
で
は
、
川
村
駅
の
お
も
て
な
し
べ
っ
ぴ
ん
隊
に
よ
る
花
束

贈
呈
や
、
湯
前
名
物
「
奥
く
ま
巻
き（
長
い
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
）」

の
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
な
ど
、
球
磨
人
吉
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰

ま
っ
た
披
露
宴
と
な
り
ま
し
た
。
く
ま
川
鉄
道
を
利
用
し
た
披

露
宴
は
初
め
て
で
、
参
加
者
ら
は
列
車
に
揺
ら
れ
、
田
園
風
景

を
眺
め
な
が
ら
特
別
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

美
代
さ
ん
は
、「
こ
の
式
は
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た
も
の
。

べ
っ
ぴ
ん
隊
の
あ
る
方

か
ら
、
智
恵
さ
ん
に
ド

レ
ス
を
譲
っ
て
い
た
だ

く
な
ど
、
周
り
の
人
た

ち
の
協
力
な
く
し
て
は

実
現
し
な
か
っ
た
。
た

く
さ
ん
の
人
に
祝
福
さ

れ
、
２
人
は
幸
せ
だ
と

思
う
。
こ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
手
を
と

り
あ
っ
て
歩
ん
で
ほ
し

い
」
と
想
い
を
語
り
ま

し
た
。

Pick Up Topics

　

８
月
５
日（
金
）と
６
日（
土
）に
、ひ
ょ
っ

と
こ
踊
り
発
祥
の
地
、
宮
崎
県
日
向
市
に

て
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
愛
好
家
が
集
う
大
会
で
、１
１
９
団
体
、

お
よ
そ
２
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

激
し
い
競
争
を
勝
ち
抜
き
、
※
日
向

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
肥
後
笑
福
会
が
団
体

戦
・
個
人
戦（
ひ
ょ
っ
と
こ
一
般
の
部
）で

日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
熊
本

県
勢
初
の
受
賞
で
、
そ
の
栄
誉
を
８
月
30

日（
火
）に
中
村
聖
也
会
長
が
村
に
報
告
し

ま
し
た
。

　

中
村
会
長
は
、「
こ
れ
を
機
に
、
日
向

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
が
相
良
村
に
広
く
知
れ

渡
れ
ば
う
れ
し
い
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
相
良

村
単
独
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
全
国
優
勝
に

導
き
た
い
」と
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

※
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
肥
後
笑
福
会

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
肥
後
愛
好
会
に

属
す
る
団
体
で
、
球
磨
エ
リ
ア
・
宇

城
エ
リ
ア
で
活
動
。
今
後
は
球
磨
人

吉
の
地
域
行
事
に
積
極
的
に
関
わ
り
、

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
の
周
知
、
活
性
化
に

努
め
る
。

問
合
せ
は
☎
０
９
０

−

８
３
９
５

−

８
９
５
８（
福
田
）ま
で
。

德田村長も「村にとって
何より明るい話題」と祝福

優勝した団体戦（パレード）の部

ひょっとこ踊り　肥後笑福会、　  初の日本一 !
中村会長（松葉）、
功績を村に報告

中村聖也会長

参
加
者
に
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
る
将
吾
さ
ん

発車
オーライ “幸せ” 列車はどこまでも…

村出身の吉松将吾さん、田園シンフォニーで結婚披露宴
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Pick Up Topics

質
の
高
い
教
育
を
目
指
し
て

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
夏
休
み

児
童
生
徒
の
夏
休
み
期
間
の
８
月
、

相
良
村
内
の
小
、
中
学
校
教
員
を
対
象
に

教
育
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

放
課
後
子
ど
も
教
室

88 926 ICT 活用研修特別支援教育研修

　相良南小学校にて、村教育委員会主催
の ICT（情報通信技術）活用研修が開かれ
ました。
　東間小学校（人吉市）の長谷典昭教諭か
らタブレット端末の活用について講話が
あり、「ICT はあくまでツール。何を学
ばせるのか目的をしっかり持ち、ICT を
使うための授業にならないように」と呼
びかけました。
　続いて、２クラスに分かれて６名の教
員が模擬授業を行いました。児童生徒役
の教員がタブレット端末に書いた答えを
電子黒板に転送し、考えを共有するなど
して ICT を活用していました。

　相良村総合体育館第４研修室にて、村
教育委員会、相良村特別支援連携協議会
主催の相良村特別支援教育研修会が開か
れました。
　相談支援専門員の内山順子さんを講師
に招き、擬似体験などを通して発達障が
いへの理解を深めました。内山さんは、

「発達障がいの子どもは、自分のすべき
ことを順序立てて記憶することが苦手。
SOS を出していることもある。『話を聴
かない』、『やる気がない』と決めつけず、
複数人体制で手を差し伸べてほしい」と
ポイントを述べていました。

電
子
黒
板
で
算
数
の
授
業
を
行
う

南
小
の
永
田
教
諭

講
師
の
話
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
る
教
員
ら

満喫 !

　

夏
休
み
の
期
間
中
、北
小
校
区
で
は「
四

浦
ク
ラ
ブ
」
が
、
南
小
校
区
で
は
「
サ
ガ

ラ
ッ
パ
放
課
後
ク
ラ
ブ
」
が
様
々
な
活
動

を
行
い
、楽
し
い
夏
休
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
浦
ク
ラ
ブ
で
は
８
月
18
日（
木
）に
親

子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

相
良
村
食
生
活
改
善
推
進
員
４
名
が
指
導

に
あ
た
り
、
カ
ラ
フ
ル
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
な

ど
夏
に
ぴ
っ
た
り
な
メ
ニ
ュ
ー
を
４
品
作

り
ま
し
た
。
児
童
ら
は
慣
れ
な
い
包
丁
に

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
上
級
生
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
仲
よ
く
料
理
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
し
た
。

　

サ
ガ
ラ
ッ
パ
放
課
後
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏

休
み
最
後
の
活
動
で
そ
う
め
ん
流
し
を
し

ま
し
た
。
児
童
ら
は
次
々
と
流
れ
て
く
る

そ
う
め
ん
を
キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
と
、
必
死

に
箸
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
そ
う
め
ん
の

後
に
は
ゼ
リ
ー
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
変

わ
り
種
も
流
し
、
一
風
変
わ
っ
た
そ
う
め

ん
流
し
と
な
り
ま
し
た
。

包
丁
使
い
も
段
々
と
上
手
に

猛
暑
も
相
ま
っ
て
ど
ん
ど
ん
箸
が
進
む

親子クッキング教室そうめん流し

四浦クラブ

サガラッパ
放課後クラブ
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わだいむらのの

野球で交流、深まる「絆」
松中さんの野球教室も開催

　人吉球磨郡市の中学３年生の軟式野球クラブ、
「チーム絆・人吉球磨」。これは、熊本地震で被災

し、満足な練習ができなかった熊本市や阿蘇、益
城地域の中学球児を招待し、交流を図るものです。
相良中学校生８名がチームに所属しています。
　８月は熊本市のチーム絆・熊本を招き、交流試
合を行いました。６チームが熱戦を繰り広げ、人
吉球磨チームは３位と素晴らしい結果を残しまし
た。試合後は、元プロ野球選手の松中信彦さんや
社会人野球選手による野球教室。一流選手の指導
を熱心に聴き入っていました。茶湯里で懇親会も
開かれ、盛り上がりをみせました。

相良村青年団、練習の成果を発揮
球磨郡青年団協議会文化祭

演劇で披露した漫才
爆笑の連続で一躍ヒーローに

　球磨郡青年団協議会主催の文化祭が、あさぎり
町の須恵文化ホールにて２日間にわたり開催され
ました。
　相良村青年団は、意見発表・舞踊・ダンス・演劇・
のど自慢・アトラクションに出場。意見発表では、
緒方龍一さん（永江）が、これまでの青年団生活や
昨年団長を務めた経験などを発表し、見事２位に
選ばれました。ダンスや演劇では、「記録よりも記
憶に残す」をモットーに、全身タイツを着て踊っ
たり、漫才を披露するなど、「相良村青年団ここに
あり」と強烈な印象を与えました。
　総合成績は昨年より１つ順位を上げ、４位で幕
を閉じました。

木について楽しく学ぶ
「木に親しむ教室」

細かい年輪を１つずつ数えていく

　ふれあいセンターにて、ふるさと学級「木に親し
む教室」が開催され、高校生１名、相良南小児童９
名が参加しました。これは、木について知り、ふれ
ることで木や森の大切さを学ぶもので、熊本大学
の田口浩継教授を講師に昨年度から行っています。
　実際の木にふれながら、その成り立ちや成長の
仕方などを学んだあと、円形木琴やくまモンスト
ラップを作成しました。最後に田口教授は、「木
は１年１年しっかりと年輪を増やして成長してい
る。私たちはそれを伐採して使わせてもらってい
る。そのことを忘れずに、感謝の気持ちを持って
無駄使いをなくしてほしい」と述べていました。

２選手が全国への切符つかむ
ジュニアオリンピック陸上競技会県予選会

8/30 に村に報告。德田村長と握手を交わす
永井選手（中央）と尾方選手（右）

　第 47 回ジュニアオリンピック陸上競技大会の
県予選会で、相良中２年の尾方唯莉選手（上川上）
と１年の永井駿選手（平原）が、見事全国大会の切
符を手にしました。
　尾方選手は２年１５００ｍに出場し、４分 43 秒
36 で優勝。「全国大会では緊張すると思うが、自
分の走りで頑張りたい」と抱負を述べていました。
　永井選手は１年１５００ｍに出場し、４分 36 秒
44 で優勝。「他の選手に気持ちで負けず、積極的
なレースで４分 20 秒台をマークしたい」と目標
を掲げました。
　全国大会は 10 月 28 日～ 30 日にかけて、神奈
川県の日産スタジアムで開催されます。

8/27・28
（土・日）

8/23
（火）

8/27・28
（土・日）

8/11・12
（木・金）

8/22に緒方徹
あきら

さん
（並木野）が松中さ

んのサインバット
を村に寄贈

笑顔輝く懇親会
9 月 19 日には阿蘇・益城
地区を招いて交流した
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学校保健委員会だより

　私たちの生命活動は、食べることによって支えられて

います。食べるために無くてはならない器官が“歯”です。

　今月のお題は「我が家の歯磨

き事情」です。

　我が家には３人の個性豊かな

かわいい子供がいます。もの静

かでクールな長男ユウト、何事にも私が一番だと思っ

ている長女ハルナ、冷静に物事を考える次女ヒナタ、

そして我が家のアイドル私、父ヒロシ。我が家では、

毎日のようにそれぞれの個性がぶつかり合い、夕食後

一斉に歯磨きバトルがはじまる。長男は移動しながら

歯を磨き何故か落ち着かない。長女は携帯を触りなが

らよくつぶやきながら歯を磨く。なぜか次女は座った

状態で歯を磨き動かなくなる。それぞれ自分の縄張り

があり個性が出ている。私は子供たちを見ながら歯を

磨き観察をする。とてもおもしろい。歯磨きが終わる

ころ、なぜかタイミングよく洗面所の取り合いになる。

私はそれを避けるためあえて２回に分けて歯を磨く。

　以前ある歯科の先生がこんなことを話されました。

「歯を磨くときは鉛筆を持つ握りで、優しく一本ずつ長

く磨かせてくださいね」。十数年前から我が家では歯の

磨き方を注視し、長く磨かせるためにあえて落ち着く

場所で磨かせている。それが継続できるように私なりに

あるルールを決めた。それは「歯磨きをしなさい」など

押し付けた言葉を掛けず、むしろ私が子供たちの前で、

目立つように歯を磨き注意を引く。こんなことを自然と

やっていたら不思議と子供たちも歯を長く磨くように

なった。「おっ、これは･･･大成功」。しかしこれで歯が

健康なのかは疑問である。そんな子供たちも健やかに

成長し、我が家の歯磨き健康生活は依然継続中である !

…第 1弾　我が家の歯磨き事情より

〈参考〉これから歯を健康に保つため下記のことをお奨

めします。

　・栄養バランスのとれた規則正しい食事を心がける。

　・何でもよく噛んで食べる。

　・食後２０分以内に歯を磨く。

　・定期的に歯石を除去し虫歯を放置せずに治療する。

　日常の中で必ず行う「噛む」という習慣。うまく利

用して健康いきいきを目指しましょう !

学校保健委員会だより
「我が家の

歯の健康生活」
相良中学校　PTA会長

圡肥　洋

南小学校 北小学校 中学校
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月

５日 委員会活動
11日 小中合同研修会
14日 就学時健診
18・19日 修学旅行
19日 フリー参観日
27日 漢字検定
28日 クリーン作戦

５日 委員会活動
11日 小中合同研修会
18・19日 修学旅行
20日 避難訓練
　　（不審者）
28日 児童会総会

４～６日 
　　 職場体験（3年）
　　 修学旅行（2年）
５～６日 
　　 集団宿泊（1年）
13・14日 
　　 校内模試（3年）
18日 郡市中学校駅伝大会

11
　
　
月

２日 委員会活動
20日 相良南小学校
　　 誕生60年記念
　　 学習発表会
　　 お弁当の日
21日 振替休業日
25日 避難訓練　
　　 クラブ活動

２日 委員会活動
４日 犬童球渓顕彰音楽祭
　　 秋の自然観察
16日 振替休業日
17日 避難訓練（火災）
19日 秋祭り準備
20日 きたっこ秋祭り
21日 振替休業日

１～２日 共通テスト
４日 犬童球渓顕彰音楽祭
９日 保育実習（3年）
13日 文化祭
22～25日 期末考査

第 15回
ごぞんじですか？ 相良村の小・中学校の図書館は児童や生徒、先生方だけではなく、地域の方も利用することが

できます。あわせて総合体育館の図書コーナーもどうぞご利用ください！

いこい♪図書館
担当：相良北小学校　鳥原

【相良北小学校図書館『ことばのもり』】
◦図書蔵書数・・・７，６２４冊
◦貸出・返却日・・月～金（祝祭日は休み）
　　　　　　　　午前８時～午後４時
◦貸出期間・・・・・１週間３冊（長期休業中は５冊）

学校開放時など、お気軽に学校図書館へお越しください♪

今回紹介した本は、相良北小学校でも借りることができます。
☆ご利用についてのお問い合わせは、各学校の担当までお願いします。

　『怪談レストラン』は「怖い話」がメニュー
になったレストランです。幽霊・妖怪・ゾンビ・・・
色々なレストランがありますが、どのレストラ
ンも死者に対する「ごめんなさい」や「あり
がとう」の祈りの気持ちからできました。
　短編集となっておりますので、どこからで
も一話ずつ味わってお召し上がりください。
どのお話もつい読んでしまう面白さです。

※小・中学校の10月、11月の大まかな行事
【本のおすすめコーナー】

怪談レストラン編集委員会
責任編集：松谷　みよ子
童心社

『怪談レストラン
シリーズ』

（１～５０巻）
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朝
晩
は
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
、
過
ご
し

や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
季
節
の
変

わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
の
で
、
風

邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
注
意
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　
８
月
の
ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
で
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
容
器
、
ビ
ー
ズ
等
を
使
い
、
手

作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

10
月
は
料
理
教
室
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
友
達
を
誘
っ
て
、
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
19
日（
水
）

　
　
　
　
９
時
30
分
よ
り
受
付

■
場
所　
相
良
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
準
備
の
都
合
上
、
14
日（
金
）ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
福
祉
係

　
完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、人
吉
市・

球
磨
郡
で
毎
週
２
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家　
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

○
人
吉
東
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
〈
月
曜
日
〉

　
　
３
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日 

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
12
日
・
26
日

○
錦
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
５
日
・
19
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
10
月
分
〉

第
64
回
精
神
保
健
福
祉

普
及
運
動
を
実
施
し
ま
す

　
平
成
28
年
10
月
10
日（
月
）か
ら
10
月
16

日（
日
）ま
で
の
１
週
間
は
精
神
保
健
福
祉

普
及
運
動
期
間
で
す
。
こ
の
運
動
の
目
的

は
左
記
の
通
り
で
す
。

■
地
域
社
会
に
お
け
る
精
神
保
健
及
び
精

神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る

■
精
神
障
害
者
の
早
期
治
療
並
び
に
そ
の

社
会
復
帰
及
び
自
立
と
社
会
参
加
の
促

進
を
図
る

■
精
神
障
害
の
発
生
の
予
防
そ
の
他
国
民

の
精
神
的
健
康
の
保
持
及
び
増
進
を

図
る

■
精
神
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
及
び
国
民

の
精
神
保
健
の
向
上
を
図
る

　
今
年
は
「
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
村
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
訪
問
相
談
事
業
」
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
の
で
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
保
健
係

の保健福
祉

ひろば

10月の小児科在宅当番医

２日㈰ 公立多良木病院　小児科
９日㈰ やまむら医院
10日㈷ 人吉医療センター　小児科
16日㈰ 増田クリニック　小児科
23日㈰ たかはし小児科内科医院
30日㈰ やまむら医院

４２－２５６０
４５－０００５
２２－２１９１
２２－３５７０
２４－２２２２
４５－０００５

〈受診時間/午前9時～午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）
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保健福祉のひろば

10
月
か
ら「
健
康
運
動
教
室
」

を
実
施
し
ま
す

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

10
月
10
日
は

「
目
の
愛
護
デ
ー
」

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

発
行
さ
れ
ま
す

　
平
成
28
年
10
月
19
日（
水
）か
ら
毎
月
第

３
水
曜
日
に
〝
運
動
〟
を
中
心
と
し
た
健

康
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
会
場
は
林
業
総

合
セ
ン
タ
ー
で
す
。
時
間
は
午
前
10
時
か

ら
11
時
30
分
ま
で
で
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ご
近

所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日（
予
定
）

　
（
平
成
28
年
）

　
　
10
月
19
日
・
11
月
16
日
・
12
月
14
日

　
（
平
成
29
年
）

　
　
１
月
18
日
・
２
月
15
日
・
３
月
15
日

【
問
合
せ
先
】

　
保
健
係

　
最
近
、
家
庭
ゴ
ミ
焼
却
な
ど
の
野
焼
き

に
対
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
を

発
生
さ
せ
、
悪
臭
や
煤ば

い
じ
ん
な
ど
の
原
因

に
な
り
、
周
辺
住
民
の
健
康
や
生
活
環
境

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
ご
み
な
ど
は
指
定
袋
に
入
れ
、
決
め

ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
野
焼
き
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
し

た
場
合
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
，０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
併

科
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
野
焼
き
を
見
か
け
ら
れ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
役
場
保
健
福
祉
課
保
健
係

（
☎
３
５

－

１
０
３
２
）ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
保
健
係

　
厚
生
労
働
省
は
毎
年
10
月
10
日
を
「
目

の
愛
護
デ
ー
」
と
定
め
、「
年
に
一
度
は
、

め
め
先
生
に
見
て
も
ら
お
う
！
気
づ
き
に

く
い
目
の
病
気
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
お

う
。
〜
目
の
健
診
は
お
近
く
の
眼
科
専
門

医
で
〜
」
を
標
語
に
掲
げ
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
２
大
失
明
原
因
で
あ
る
緑
内

障
と
糖
尿
病
網
膜
症
は
、
初
期
に
は
自
覚

症
状
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
目

の
健
康
を
守
る
た
め
、
年
に
一
度
は
眼
科

専
門
医
へ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

メ
タ
ボ
健
診
で
あ
る
特
定
健
康
診
査

は
、
動
脈
硬
化
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
悪

化
を
予
防
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。
こ
の

特
定
健
診
は
血
管
の
変
化（
動
脈
硬
化
の

状
態
）を
血
液
デ
ー
タ
で
確
認
で
き
る
も

の
で
す
が
、
検
査
項
目
に
眼
底
検
査
も
含

ま
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
体
の
外
か
ら
血

管
の
状
態
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
目
の
血
管
だ
け
だ
か
ら
で
す
。
40
歳

に
な
っ
た
ら
、
特
定
健
診
対
象
者
で
す
。

年
に
一
度
は
眼
底
検
査
を
含
む
特
定
健
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
保
健
係

証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年

金
事
務
所
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
八
代
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
が

本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書（
ま

た
は
領
収
証
書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
こ
と
し
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年

の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除
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こ
の
た
び
、
原
付
バ
イ
ク
の
標

識
に
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
た

「
原
付
バ
イ
ク
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
相
良
村
誕
生
60
年
を
記

念
し
、
村
を
村
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
一
体
感

の
醸
成
や
地
域
へ
の
愛
着
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
、
納
税
意
識

の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

原
付
バ
イ
ク
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
は
、
平
成
28
年
10
月
24

日（
月
）か
ら
先
着
60
枚
限
定
で
交

付
を
開
始
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん

の
愛
車
に
取
り
付
け
て
い
た
だ

き
、
相
良
村
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

【
作
成
し
た
原
付
バ
イ
ク
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
】

■
交
付
枚
数　

先
着
60
枚
限
定

※
受
付
順
に
交
付
し
ま
す
の
で
、

番
号
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
60
枚
限
定
で
す
の
で
、
交
付
事

前
受
付
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
受
付
順
番
１
番
の
方
に
は
、
10

月
22
日（
土
）午
前
中
に
行
わ

れ
る
相
良
村
誕
生
60
年
記
念
式

典
時
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交

付
式
に
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
交
付
開
始
日

　

平
成
28
年
10
月
24
日（
月
）～

※
交
付
事
前
受
付

　

10
月
17
日（
月
）～
21
日（
金
）

※
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
交
付
場
所
　

　

相
良
村
役
場
税
務
課

■
対
象
車
種
　

原
付
バ
イ
ク
総
排
気
量
50
㏄
以

下
■
必
要
手
続
き

〈
必
要
な
も
の
〉

印
か
ん
、
現
在
使
用
中
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト

※
原
則
１
回
に
限
り
、
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
交
換
で
き

ま
す
。

※
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、
旧
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失
し
て

い
る
場
合
、
弁
償
金
３
０
０
円

を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
自
賠
責
保
険
の
変
更
手
続
き
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
加
入
の
保
険
会
社
に

確
認
く
だ
さ
い
。

※
受
付
の
際
、
本
車
両
の
軽
自
動

車
税
納
付
状
況
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
未
納
の
場
合
は
交

換
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

相
良
村
役
場
税
務
課

　

☎
３
５

−

１
０
３
１（
直
通
）

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器

は
法
律（
計
量
法
第
19
条
）に
よ
り
、

２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る

よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
日
程
で

検
査
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
計
量
器
を
お
持
ち
の
方
は
受

検
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
以
前
に
届
け
出
を
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
直
接
通

知
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

10
月
13
日（
木
）

　
　

10
時
～
12
時　

　
　

田
代
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　

10
月
13
日（
木
）

　
　

13
時
30
分
～
16
時

　
　

相
良
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
持
参
物

　

計
量
器（
質
量
計
な
ど
）

手
数
料（
１
台
あ
た
り
５
０
０

円
～
２
，２
０
０
円
）

■
検
査
対
象
計
量
器

・
商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に

使
用
す
る
は
か
り

・
病
院
、
薬
局
な
ど
で
使
用
し

て
い
る
調
剤
用
の
は
か
り

・
学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど

で
使
用
し
て
い
る
体
重
測
定

用
の
は
か
り

・
農
協
、
漁
協
な
ど
流
通
物
資

の
集
荷
、
出
荷
な
ど
に
使
用

す
る
は
か
り

・
宅
配
な
ど
運
送
業
者
な
ど
が

貨
物
の
運
賃
算
出
用
に
使
用

す
る
は
か
り

・
農
業
、
漁
業
な
ど
の
生
産
者

が
生
産
物
な
ど
の
売
買
に
使

用
す
る
は
か
り

【
問
合
せ
先
】

■
相
良
村
役
場
産
業
振
興
課

　

☎
０
９
６
６

−

３
５

−

１
０
３
４

■
一
般
社
団
法
人

　

熊
本
県
計
量
協
会

　

☎
０
９
６

−

３
６
７

−

７
８
１
６

■
熊
本
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　

計
量
検
定
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
６

−

３
６
８

−

２
１
０
１

おしらせ

原
付
バ
イ
ク
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト（
先
着
60

枚
限
定
）を
交
付
し
ま
す

計
量
器
の
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す
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●
行
政
相
談
と
は

　

10
月
17
日（
月
）～
23
日（
日
）は

行
政
相
談
週
間
で
す
。
行
政
相
談

と
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
行
政
相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん

か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
意

見
や
要
望
、
苦
情
、
行
政
の
手
続

き
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
受
け
付

け
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
解
決
の

た
め
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対
す

る
通
知
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
相
良
村
で
の
行
政
相
談
会

　

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
苦
情

な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
20
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

■
場
所

　

相
良
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
行
政
相
談
委
員

　

中
村
弘
美
さ
ん（
上
川
下
）

【
問
合
せ
先
】　

　

相
良
村
役
場
総
務
課　

　

☎
３
５

−

０
２
１
１

　

平
成
28
年
10
月
23
日（
日
）、
多

良
木
町
に
あ
る
県
立
球
磨
支
援
学

校
に
お
い
て
、「
く
ま
し
え
ん
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
時
間
は
９
時
30

分
か
ら
14
時
30
分
ま
で
の
予
定

で
す
。

　

当
日
は
、
小
学
部
の
遊
び
場
を

開
放
し
、
中
学
部
や
高
等
部
の
作

業
製
品（
竹
和
紙
製
品
、
陶
芸
品
、

フ
ェ
ル
ト
製
品
、
花
苗
・
寄
せ
植

え
、
木
工
製
品
）の
販
売
や
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
賛
助
団
体
の
バ
ザ
ー
を
行

い
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
の
部
で
は
、

本
校
児
童
生
徒（
小
学
部
・
中
学

部
・
高
等
部
）や
外
部
団
体
の
楽

し
い
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
予
定
し
て

い
ま
す
。お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

熊
本
県
立
球
磨
支
援
学
校

　
（
教
頭
：
岡
田　

教
諭
：
福
田
）

　

☎
０
９
６
６

−

４
２

−

３
７
９
２

　

九
州
大
学
宮
崎
演
習
林
は
、
九

州
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
広
大
な

森
林（
２
，９
１
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）を

所
有
し
て
い
ま
す
。
奥
地
山
岳
の

森
林
の
特
徴
を
活
か
し
、
森
林
育

成
・
保
全
、
地
球
環
境
に
お
け
る

森
林
の
役
割
な
ど
に
関
す
る
教
育

研
究
を
長
年
に
わ
た
り
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
研
究
成
果
を
も

と
に
、
一
般
市
民
の
方
に
九
州
山

地
の
森
林
や
樹
木
、
森
林
動
物
な

ど
の
生
態
的
特
徴
や
、
森
と
水
の

係
わ
り
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
公

開
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、ふ
る
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
講
座
名

　
「
九
州
山
地
の
森
と
樹
木
」

■
開
講
日

　

平
成
28
年
10
月
29
日（
土
）～

　

30
日（
日
）

■
実
施
会
場

　

九
州
大
学
宮
崎
演
習
林

（
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大

字
大
河
内
９
４
９
）

■
講
座
概
要

　

専
門
家
に
よ
る
講
義

　

演
習
林
内
で
の
実
習

■
募
集
人
員  

20
名
程
度

■
必
要
経
費

　

１
名
に
つ
き
５
，０
０
０
円

　
（
宿
泊
料
、食
事
代
、保
険
料
込
）

■
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
性
別
を
ご

記
入
の
う
え
申
込
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

〒
８
８
３

−

０
４
０
２

　

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大
字

　

大
河
内
９
４
９

　

九
州
大
学
宮
崎
演
習
林

■
募
集
期
間

　

平
成
28
年
９
月
30
日（
金
）～

　
　
　
　
　

10
月
14
日（
金
）必
着

※
講
座
内
容
、
準
備
物
な
ど
は
左

記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

九
州
大
学
宮
崎
演
習
林

　

☎
０
９
８
３

−

３
８

−

１
１
１
６

香
典
返
し
〈
８
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

加
登
住
　
妙
子
（
永
江
）

世帯数　1,653世帯（△３）
男　　　2,221人　（△８）
女　　　2,447人　（△５）
計　　　4,668人　（△13）

相
良
村
の
人
口
と
世
帯

（
８
月
末
現
在
）

※（　

）内
は
、
先
月
末
と
の
差
で
す
。

※
外
国
人
住
民
を
含
め
た
集
計
で
す
。

「
く
ま
し
え
ん
祭
」
を

開
催
し
ま
す

10
月
20
日（
木
）に

行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

九
州
大
学
公
開
講
座

「
九
州
山
地
の
森
と
樹
木
」

を
開
講
し
ま
す

募
集
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村長エッセー 「子どもが大学へ行きたい･･･」

　９月１１日の日曜日は、午後から時間が空いたので急に思い立って霧島連

山韓国岳（標高１７００ｍ）に一人登山をしました。自宅から登山口まで下

道を走って 1 時間ちょっと、そこから山頂まで往復２時間もあれば十分な山

です。もともと山が好きで、久しぶりの軽登山は心身ともにリフレッシュで

きました。

☆

　村の事業には、いわゆるハード事業とソフト事業があります。ハード事業

は、道路・公民館を作るように、目に見える形で提供できる業務を言います。

対してソフト事業は、教育・子育て支援・農業振興策・祭りなどを開くように、形として残らない物を提

供する業務をいいます。相良村では、村民の安全安心の暮らしのためのハード事業のみならず、さらなる

豊かさや将来への投資としてのソフト事業にも力を入れています。地方の自治体がしっかりと生き残るた

めには、よその村が取り組んでいない新規のソフト事業を、いかに一番に取り組むかである、と私は考え

ます。

☆

　話は家庭の例え話です。家が雨漏りする、この安全安心に暮らせない家を修繕しよう！という場合、こ

れは家庭のハード事業です。家族は誰も反対しません。

　では、息子が大学に行って勉強したい！と言い出した場合、親の仕送り・奨学金などで財源が確保でき

れば、「大学に行って頑張れ！」と大方なると思います。これは家庭のソフト事業です。このときに親な

どの家族が、「大学に行っても幸せになるお前の姿が想像できない！」とか「大学に行って立派にならなかっ

た時の責任は誰がとる！」などの議論になるでしょうか。こういう時には家族は「頑張って勉強して立派

になれよ！」と応援します。将来の結果が見えないから反対だとはまず言わないでしょう。これがソフト

事業の特徴でもあります。

☆

　相良村では、将来を見据えた新たなソフト事業に取り組んでおります。米寿祝金の創設・中学生の海外

研修・日本で最も美しい村連合への加盟・相良村自体のブランド化事業としての海外の村との連携な

どです。

　ハード事業のようにコレです！と見せられるものではなく、感性と先見性が求められるもので、結果が

示しがたいものです。職員が数か月の時間とエネルギーをかけて来たものです。財源はあります。こういっ

た事業の特性を踏まえ、村民の皆様、とりわけ議員の皆様方のご

理解とご協力をお願いしたいところです。

☆

　この１０月はまさにソフト事業と言える、９日に村民体育祭・

２２日に村誕生６０年記念式典・２２～２３日に第１回さがら産

業文化祭が開催されます。皆さんふるってご参加ください。

相良村長

德 田  正 臣
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薬草栽培者募集！！
　球磨郡内において薬草の産地化を図るため、栽培面積の拡大を計画
しており、薬草『ミシマサイコ（三島柴胡）』栽培者を募集しています。
　希望をされる方または栽培についての話をお聞きになりたい方は、
平成２８年１０月末日までに下記までご連絡ください。

相良村役場　産業振興課　☎３５－１０３４（直通）

栽培適地：①日当たり良好な田畑　②排水良好な田畑
◆鹿、猪などの有害鳥獣の影響を受けにくい作物です。
◆用水の確保は特に必要ありません。
◆栽培地には畝を作り、種を２列に蒔きます。種は生薬会社から提供されます。

① 生薬会社との契約栽培のため、あさぎり合同薬草会社と覚書き締結を交わしていただきます。
② ２月頃に種をまき、春から秋は除草管理作業、種と根の収穫は１１月下旬から１月頃、その後、乾燥調整

作業を行い出荷は２月、３月、４月となります。
③ 栽培に関する講習会を適宜開催します。

日 月 火 水 木 金 土
1

●県中体連
　陸上大会
●なつめ保育園
・暁保育園運動会

2 3 4 5 6 7 8
◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20

　ふれあいセンター）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

9 10 11 12 13 14 15
●相良村誕生60年

記念村民体育祭
　相良村運動公園
　9:00入場

●体育の日 ◆７か月児育児学
級（山江会場）

（H28.3生）

◆こころの健康相
談（要予約）

●計量器定期検査
　（13ページ参照）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

16 17 18 19 20 21 22
●村民ゲートボール

大会（相良村運
動公園 8:30～）

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20

　ふれあいセンター）

●総合体育館休館日

●郡市中学校
　駅伝大会

◆ちゃちゃクラブ
●四浦阿蘇神社
　秋季大祭

３～４か月児健診
（相良会場）
（H28.6.6 ～

H28.7.5生）
●行政相談会
　（14ページ参照）

◆こころの健康相
談（要予約）

●相良村誕生60年
記念式典・

　第1回さがら産
業文化祭

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

23　　30 24　　31 25 26 27 28 29
●相良村誕生60年

記念式典
●第1回さがら産

業文化祭（23日）

◆１歳６か月児健
診（H27.1～3生）

●中学校英語暗唱
大会

●税務課収納窓口
延長

　（午後7時まで）

◆こころの健康相
談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

★１０月は国民健康保険税第６期・村県民税及び固定資産税第５期
の納付月です。納め忘れのないよう便利な口座振替のご利用を！

★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月２５
日です。（２５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

10月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。



Pick Up Persons

　

四
浦（
田
代
）に
あ
る
豆
腐
屋
、「
親
父
の
ガ
ン
コ
と
う

ふ
」。
そ
こ
に
は
、
豆
腐
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
汗
を
流

す
家
族
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
黒
柱
は
社
長
の
牧
野
信
一
郎
さ
ん
。
電
気
通
信
関
係

の
会
社
を
45
歳
で
退
職
し
、
故
郷
の
湯
前
町
で
豆
腐
作
り

を
始
め
ま
し
た
。

　

四
浦
に
店
を
移
し
た
の
は
平
成
18
年
。「
移
転
の
理
由

の
１
つ
は
、
き
れ
い
な
水
。
菌
が
少
な
く
、
雑
味
の
な
い

味
を
実
現
で
き
た
」
と
い
き
さ
つ
を
語
る
信
一
郎
さ
ん
。

１
か
月
か
け
て
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
地
下
１
２
０
ｍ
の

深
層
水
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
産
大
豆
へ
の
こ

だ
わ
り
と
昔
な
が
ら
の
移
動
販
売
が
話
題
を
呼
び
、
今
で

は
30
名
ほ
ど
の
従
業
員
を
抱
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
前
に
長
男
の
耕や

す
と
も丈

さ
ん
が
帰
郷
。
製
造
分
野
の
中

心
と
し
て
、
父
の
味
を
守
り
継
い
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
長
女
の
恭
子
さ
ん
も
帰
郷
。
東
京
で
料
理

教
室
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
確
か
な
腕
を
持
つ
恭
子
さ

ん
。
こ
れ
に
よ
り
、
信
一
郎
さ
ん
の
10
年
越
し
の
夢
で
あ

る
、
創
作
豆
腐
料
理
屋
「
か
す
み
さ
く
ら
」
を
こ
と
し
の

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
信
一
郎
さ
ん
は
、「
家
族

や
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
の
お
か
げ
で
夢
を
実
現
で

き
た
。店
名
に
は
四
浦
の
名
物『
カ
ス
ミ
サ
ク
ラ
』を
採
用
。

ゆ
く
ゆ
く
は
、
地
域
の
人
を
招
い
て
『
か
す
み
さ
く
ら
祭

り
』
な
ど
を
開
き
、
活
性
化
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
」
と
周
り
へ
の
感
謝
と
、今
後
の
展
望
を
語
り
ま
し
た
。

　

家
族
で
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
「
親
父
の
ガ
ン
コ

と
う
ふ
」。
こ
れ
か
ら
も
、
牧
野
一
家
に
よ
る
“
ガ
ン
コ
”

な
豆
腐
作
り
は
綿め

ん

々め
ん

と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

父：信一郎さん長男：耕
やすとも

丈さん 長女：恭子さん 母：とみ子さん

豆
腐
に
ガ
ン
コ
一
徹
、

　
　
　
　
　

想
い
は
受
け
継
が
れ
る
―
。

親
父
の
ガ
ン
コ
と
う
ふ

　
　
　
　

 

牧
野
さ
ん
一
家

子
ど
も
さ
ん（
赤
ち
ゃ
ん
）の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
誕

生
日
の
記
念
に
い
か
が
で
す
か
？

イ
チ
バ
ン
ち
ゃ
ん

募
集
中
!!

メッセージ

〈問合せ先〉
総務課35-0211

わがやのイチバン

Vol.435
村
木
/茶

村
花
/福
寿
草

村
鳥
/セ
キ
レ
イ

北
小
学
校
夏
休
み
最
後
の
恒
例
行
事
、

「
川
辺
川
体
験
」
で
カ
ヤ
ッ
ク
を
楽
し

む
赤
池
さ
ん
親
子（
初
神
）で
す
。
北

小
学
校
で
は
毎
年
、
保
護
者
と
子
ど

も
た
ち
で
学
校
裏
の
河
原
の
清
掃
と
、

カ
ヤ
ッ
ク
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
特
集
で
紹
介
し
た
川
辺
川
。
そ

の
美
し
さ
は
こ
う
し
た
地
域
の
取
り

組
み
の
賜
物
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

【
今
月
の
表
紙
】

「よく飲み、よく寝て、よく遊ぶパワフルな男の子です。心も体も大きくなぁれ。」

お
父
さ
ん: 

宏
一
さ
ん

お
母
さ
ん: 

さ
お
り
さ
ん

中な

か

た

け竹 
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